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i 阪神・淡路大震災や新潟中越沖地震では、亡くなられた方の
多くが家屋の倒壊等による圧死でした。

,昭和56年以前に建築された木造住宅の被害が甚大でした。

い旧□目匝翌改但②⊃ヨめ

ェ対単 ド1ヽ
ヽ             一   は  ｀

平成16年新潟中越地震被害

1耐震診断の結果、補強が必要と判定されたら耐震改修を行い地震に

備えましょう。

また、リフォームと併せて改修もできます。

改修の補強方法は専門家と相談して決めましょう。

。既存の壁を強くする
。壁を新設する
。基礎を補強する
。土台と柱を金具で固定
。腐朽箇所を取り菅える
。屋根を軽くする

平成 19年新潟中越沖地震被害
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らいましょう。参考までに目安として示します。
酔

■ 主な工事例と工事費の目安 ■
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基礎の補強
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■耐震改修例 ■

*工事賢には、解体撤去賢・内築 (外装)工事賢を含みます。
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3万円/m程度

<補強標要>
下 砺迫 90X90'ス キ断設

`顕
存アル ミサ ッシその 市よ )

セ 崩工45X90シ ングルーダ プル (既 存筋碑璃 B「j舎 物取付 )
|お 造用合柄 Sに 、片雨 )「 賦布石 青ポー ド敵去 )

■: 筋遺襴hX uOダ フル新股 +憫 造用合姉 ;【 (片 雨 )

預: 筋選 15卜 90ダ ブル新投
情適用台坂撮 (片 面 )〔 賦吾 フレキ ンフルポーード撤去 )

5, 幅遺用含板 ;[断 設 (X面 ,

■ 造壁斬故  石膏ポー ド報 十崩工 45X90ダ ブル +lH脅 用合傾
", 筋こ45X90ダ ブル新 F留 十1R工 用合坂張 (片 面 )

● 筋追15X90シ ンクルー ダブル (既 存筋kt端 部金協取1"
旧温用 含転 ]と 、片由 )

191 R177筋 la塩 開金物取付 十1R情 用合頌 1と (片 山 ,

ll 筋追ns x ooダ ブル箭設 十情■用合痛張 (h面 )

購再アル ミサ ッシ‖夫の r、 開口 ns憶小 tタ サッシ新部

補強概要

昭和54年建築 2階建
1階 139.3フ市 2階 66.25耐

1階壁の新股と壁の補強

耐震診断
総合評点

工 事 費
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(補強後)].01

974,400円

(補強前)0.57



n国の補助制度がありますが市阿村にお尋ね下さい。

勘県のリフォーム融資制度があります。

(500万円まで、10年以内 固定金利 2.59/0:各金融機関受付)

`旧

回目

働市町村でも独自のリフォーム融資制度を実施しているとこ
ろがありますのでお尋ね下さい。

働
・
ヨ麒誦腰

一
耐
一

け補強設計は、耐震診断を行つた方か耐震改修
に詳しい設計者に依頼することをお勧めします。

ⅢI改修工事は、耐震補強工事について詳しい工
務店や信頼のある方に工事を依頼することを

お勧めします。

全般について

施工者の選定

詣に聞財ば良いのか?

各市町村建築主務課又は、

将来の喜らしの安心のために耐震補強工事を
セットにリフォームしてみませんか?

山形県土木部建築住宅課

硼山形県建築設計事務所協会 TEL3023-645-0739

労働組合連合会

山形県土本部建築住宅課

TEと,023-630-2433

TEL.023-643-8659
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